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は

じ

め

に

　
覚
鑁
聖

人
は

『

立

申
大
願
事
等
』

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ざ

　
　
一

、

両

界
曼
荼
羅
一

舗
を

図
絵
供
養
し

奉
る
べ

し

〈

あ
る

い

は

大
あ
る
い

は

法
、

便
に

従
え
〉

。

と

あ
り

、

『

求
聞
持
立

願
文
』

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　

両
界

曼
荼
羅
な
ら
び

に

本
尊
の

像
、

各
一

舗
を

図

絵
供
養
し

奉
る
べ

し
。

と

あ
る

よ

う
に

、

求
聞
持
法
の

大
願
を
立
て

る

に
つ

い

て

曼
荼
羅
を

図
絵
し

供

養
す
る

旨
が

書
か

れ
て

い

る
。

こ

の

両
部
の

曼

荼
羅
の

解
釈
を

巡
っ

て

は
、

『

引・
q
界
曼
荼
羅
略
釈
』

、

『

貢
郵
界
秘
事
』

、

『

曼
荼
羅
沙
汰
』

な
ど

が

あ
げ
ら
れ
る

。

他
に

も

撰
述

の

所
・

に

曼
荼
羅
に
つ

い

て

の

見
解
を

見
出

す
・

と

が
で

き
る

。

中
で

も
『

尹

鼻
曝
羅
略
釈
』

に
つ

い

て
、

同
書
は

『

秘

蔵
記
』

や

『

大

日
経
疏
』

の

影
響
が

大
き
い

と

小

峰
彌

彦
氏
も
指
摘
さ

れ
て

い

る

よ

う
に

、

『

秘
蔵
記
』

を

参
考
に

す
る

点
も
あ

っ

た
こ

と

が
わ
か

る
。

ま
た

、

『

異
本
即
身
成
仏

義
』

の

影
響
も
み

る

こ

と
が

で

き

覚
鑁
聖
人
が

弘

法
大
師
の

著
作
を
ど
の

よ

う

に

取
り

扱
っ

て
い

た

か

も
覚
鑁
聖

人
の

教
学
思
想
を

考
え

る

上
で

必

要
と

な
る

。
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さ
て

、

今
回
は

「

曼
荼
羅
」

を

覚
鑁

聖
人
が

ど
の

よ

う
に

捉
え
て

い

た

か
を

探
る

訳
で

あ
る

が
、

松
睛
惠
水

博
士

、

宏

博
士

、

小

峰
彌
彦

氏
ら

の

論
考
が

あ
る
の

で
、

本
論
で

は

そ
れ

ら
も
踏
ま

え
た

上

で

考
え
て

み

た
い

。

曼
荼
羅
の

解
釈

頼

富
本

2

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　

曼
荼
羅
に

関
し

て

覚
鑁

聖
人
は

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　
　

覚
鑁
上
人
の

口

伝
に

云

く
、

現

図
曼
荼
羅
は

龍
智
時

代
ま
で

之

れ

無
し

。

心
眼
を

以
て

感
見

す
。

故
に
金

剛
智
時

代
に
至

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4V

　
　
っ

て
、

龍

智
阿

闍
梨
に

稟
習
し

、

未
来
の

衆
生
の

為
に

図
せ

し
め

給
う
。

　
こ

の

文
は

、

覚
鑁

聖
人
の

口

伝
を

集
め
た

『

拾
穂
録
』

に

あ
る

も
の

で

あ

る
が

、

覚
鑁
聖

人
は
金

岡

智
が

龍
智
に

習
っ

て

初

め

て

図
絵
し
た

と

考
え
て

い

る

か

ら
、

一

般

的
に
い

わ
れ

る
金

剛
界
曼
荼
羅
の

金

剛

智
空
中

感
得
と
い

う
説
を

踏
ま
え
て
い

る
。

　
さ
て

、

覚
鑁
聖
人
は

「

曼
荼
羅
｝

を

意
味
的
に

ど
の

よ

う
に

捉
え
て
い

た
の

か

考
え
て

み

る

と
、

『

真
雷
宗
即・
身

成
仏
義
章
勵

に

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　
　
問

う
、

曼
荼
羅
と
は

何
の

義
ぞ

。

答
う

、

曼
荼
羅
と
は

輪
円
の

義
、

ま

た

発
生
の

義
な

り
。

問

う
、

い

か

ん
が

輪
跨
の

義

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5）

　
　
と

い

う
。

答
う

、

衆
徳

輪
円
周

備
な

る

を

も
っ

て
、

よ
っ

て

曼
荼
羅
と

名
つ

く
。

と

問
答
形
式
に

て

意

味
を

答
え
て
い

る

が
、

『

大
日

経
疏
臨

第…一
一

に
、

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
色

　
　
是
の

如
く
の

衆
徳

、

輪

円
衆
周

備
せ

る

を

以
て

の

故
に

漫
荼
羅
と

な
つ

く
る

な

り
。

と

あ
る
の

を

承
け
て

お

り
、

ま
た

『

保
延
六

年
談
義
打
聞
集
』

を

見
る

と
、

　
　
曼
荼
羅
と
は

輪
円

具
足
と

翻
す

。

こ

れ

総
な

り
。

次
に

九

種
の

飜
あ

り
。

真
言
と

秘
密
語
と

無
比

味
と

無
過
上

味
と

道

場

　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
7）

　
　
と

壇
と

荘
厳
と

神
呪
と

聚
集
と

発
生
と

等
な
り

。

ま
た
六

智
五

種
法
身
等
の

義
も
あ

り
。
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と

あ
り

、

輪
円
具
足
を
総
と

し
て

、

そ
の

中
に

九

種
の

訳
を
充
て

て

い

る
。

同
様
に

『

心

月
輪
秘

釈
』

に

お
い

て

も
、

　

　

曼
荼
羅
と

は
、

正

飜
に

は

輪

円
具
足
と

い

う
べ

し
。

（

略
）

あ
る
い

は

聚
集
と

醗
す

。

（

略
）

あ
る

い

は

無
比

味
・

無
過
上

　

　

味
と

し
て

。

（

略）

ま
た

月
輪
の

独
尊
無
比
に

し
て

、

一

切
の

星
辰
羅
ら

ず
。

（

略
）

あ
る
い

は

発
生

と
い

う
。

（

略
）

あ
る

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
8）

　

　
い

は

古
に

は

壇
と

訳

す
。

（

略
）

あ
る
い

は

真
言
と

も

飜
ず

。

（

略）

あ
る
い

は

密
語
と

訳
す

。

と

あ
る

。

こ

れ
ら
は

す
な
わ

ち
、

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

興教大師覚鑁の 曼荼羅観につ い て （赤塚 ）

『

輪 十
発 聚 神 荘 壇 道 無 秘 真 円 住
生 集 呪 厳 場 比 密 言 具 心

味 語 足 論
● 打
無
過
上

聞

箜

味

密 真 壇 発 独 無
　 輪
聚 円 芯

語 言 生 尊 比 集 具 　月
無 味 足 輪
比 　 ・ 秘

無
過

墾
上

味

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
9）

の

よ

う
に

関
連
し

、

こ

れ

ら

曼
荼
羅
の

意

味
に

つ

い

て

は
、

『

大
日

経
疏
』

第
四
に

説
か

れ
る

文
に

通
じ
る

が
、

「

秘

密
語
」

と

い

っ

た

意
味
を

充
て

て
い

る

点
は

、

弘
法
大
師
の

『

十
住
心

論
』

に
、

「

真
言
」

「

密
語
」
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い

わ

く
真
言
と

は

且

く

語
密
に
つ

い

て

名
を

得
。

も
し

具
に

梵
語
に

拠
ら

ば
曼
荼
羅
と

名
つ

く
。

龍
猛

菩
薩
は

秘

密
語
と

　

　
　
（
− o）

　

　
名
つ

く
。

と

あ

り
、

『

声
字

実
相
義
』

に

は
、

　

　
こ

の

五

種
の

言
、

梵
に

は

曼

荼
羅
と

云

う
。

こ

の
一

言
の

中
に

五

種
の

差
別
を

具
す

。

故
に

龍
樹
は

秘
密
語
と

名
つ

く
。

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
（
n）

　

　
こ

の

秘
密
語
を

す
な
わ

ち

真
言
と

名
つ

く
る

な
り

。

と

あ
る

こ

と

よ

り
、

単
に

曼

荼
羅
の

意
味
を

『

大
日

経
疏
』

か

ら

引

用

す
る

の

で

は

な

く
、

弘

法
大
師
の

『

十
住
心

論
』

や

『

声
字
実
相
義
』

に

お

け
る

「

曼
荼
羅
」

の

意
を

汲
ん

で

い

る

こ

と

が
わ
か

る
。

4

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

九

字
（

阿
弥
陀
）

曼
荼
羅

　
し

か

し
、

覚
鑁

聖

人
に

お

け
る

「

曼
荼

羅
」

を

考
え
る

場

合、

九

字
（

阿
弥
陀）

曼
荼
羅
や
五

輪
曼
荼
羅
観
と
い

っ

た

面
が

特

筆
さ

れ

よ

う
。

ま
ず

、

『

五

輪
九
字
明
秘
密
義
釈
』

に

は
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
〔
12）

　

　
ま

た

次
に

九

字
の

真
言
は

、

蟹

イ
貞
｛
て
な
り

。

と
あ
る

。

写

本
に

よ
っ

て

は
、

「

倒
｛

」

を

「

屯
τ
」

と

す
る
も
の

も
あ
る

が
、

阿

弥
陀
あ

る
い

は

甘
露
で

あ
る

か
ら

、

つ

ま

り

阿

弥
陀

曼
荼

羅
と

い

う
こ

と

に

な
る

。

『

五

輪
九

字
明
秘
密
義
釈
』

は

大
日

（

五

輪
・

五

字
明
）

と

阿
弥
陀
（

九

字
明
）

の

解
釈

を

巡
っ

て

書
か

れ
た

も
の

で

あ
る

か
ら

、

そ
の

中
で

、

阿

弥
陀
曼
荼
羅
が

登

場
す
る
こ

と

は

問
題

が
な
い

。

院
政
期
に

あ
っ

て

別
尊
法
が

修
さ

れ
る

よ

う
に

な

り
別

尊
曼
荼
羅
が

多
く

作
ら

れ
た

時
代
で

あ
っ

た
だ

ろ

う
し

、

覚
鑁
聖

人
も

浄
土

教
を

密
教
の

中

で

位
置
づ

け
る

手
段
と

し
て

九

字

（

阿

弥
陀

）

曼
荼
羅
を

取
り
入
れ

た

と

考
え
ら
れ

る
。

　

し

か

し
、

覚

鑁
聖

人
に

お
い

て

は
、

直
接

、

別

尊
曼
荼
羅
を

取
り
上

げ
た

部
分
は
、

こ

の

『

五

輪
九

字
明
秘

密
義
釈
』

に

見
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興教大師覚鑁の 曼薬羅観に つ い て （赤塚）

ら

れ

る

「

国
了
貞
｛
て

」

と

い

う
表
現
と

そ
の

図

像
の

み

で
、

他
の

尊
格
に

つ

い

て

記
述
を

見
る

こ

と

が
で

き
な
い

。

覚
鑁
聖

人
の

尊
格
信
仰
に
つ

い

て

は

不
動
・

阿
弥
陀
・

金

剛

薩
唾
・

尊
勝
仏

頂
・

毘

沙
門
天

な
ど

が

あ
げ
る

こ

と

が

で

き
る
が
、

そ
れ

ら

が

別
尊
曼
荼
羅
の

形
式
で

著
作
上

に
、

文
章
的
に

も

図
像
的
に

も
登

場
す
る
こ

と
は

な
い

。

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
13）

　
こ

の

阿
弥
陀
曼
荼
羅
に
つ

い

て

は

那

須
政
隆
氏
が

弘
法
大
師
の

『

作
法
次

第
』

と
の

関
係
を

指
摘
さ
れ

、

ま
た

頼

富
本
宏
博

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
14）

士

は

当
時
の

時
代
背
景
と

図

像
的
配
置
と

の

関
係
を

考
察
さ

れ
て
い

る
。

ま
た

、

松
暗
惠

水
博
士

も
那
須
・

頼
富

両

氏
の

論
考

を

継
承
し
な

が

ら
、

八

大
菩
薩
に

阿

弥
陀
の

真
言
を

配

す
点
に

関
し

て

は

阿

弥
陀
の

真

言
を

意
図

的
に

八

大
菩
薩
に

配
当
さ
れ

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　（
15）

た

と

し
な
が

ら

も
さ
ら
に

推
考
す
べ

き
問
題
が

残
る
と

言
わ

ざ
る

を
え
な
い

と
さ

れ

て
い

る
。

　
こ

の

八

大
菩
薩
と

九

字
明
の

関

係
の
一

部
に
つ

い

て

は
、

す
で

に

拙
稿
が

あ
る

の

で

簡
単
に

述
べ

る

が
、

つ

ま

り
、

八

大
菩

薩
に

本
来
の

種
子
を

配
さ

ず
に

阿
弥

陀
の

九

字
明
を

配
し

た

点
に
つ

い

て
、

覚
鑁
以

前
に

三

井
寺
皇
慶
や

勧
修

寺
寛
信
を
は

じ

め
、

次
の

よ

う
に

阿
弥
陀
の

小

呪
を

入

大

菩
薩
に

配

置
し

て

い

る
こ

と

が

行
わ

れ
て
い

た
こ

と

か
ら

、

こ

う
し
た

諸
師
の

影
響

も
考
え
ら

れ
、

『

五

輪
九

字
明

秘
密
義
釈
』

の

曼
荼
羅
が

成
立
し
た

と

　
　

　

（
16）

考
え

ら
れ

る
。

　
ま

た
、

阿

弥
陀
の

九
字
明
だ

け
で

な

く、

九

文

字
の

真
言
を

諸
仏

に

配
置
す
る
こ

と

は

『

五

輪
九

字

明
秘
密
義
釈
』

以

外
で

も
、

『

法

華

経
秘
釈
』

『

菩
提
心
論
題
釈
』

で

も
中
台
八

葉
の

九

尊
に

九

文

字
を
配

し
て
い

る

こ

と
が

わ

か

る
。

つ

ま

り
、

『

法
華
経
秘
釈
』

に

は
、

　
　

今
、

深
秘

に

約
し

て

こ

れ

を

釈
せ

ば
、

い

わ

ゆ

る

梵

名
の

　
　

判
嘆
口
頁
｛

最
判
δ
と

は
、

こ

れ

す
な
わ

ち
一

部
の

法
曼
荼
羅

　
　

を

摂
し

、

諸
尊
秘

密
の

号
を

挙
ぐ

。

し
ば

ら

く

法
部
に

約
し

て

図 1　 九字 （阿弥陀）曼荼羅
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釈
せ
ば

、

蓮
華
部
曼

荼
羅
の

中
央
八

葉
の

中
に

八
仏

あ
り

。

中

台
の

尊
を

加
う
れ

ば

す
な

わ

ち
九

仏
な

り
。

題
目
の

九

字

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　（
17）

　

　
は

す
な
わ

ち
か

の

種
子
真
言
な

り
。

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
18）

と

あ
り
弘

法
大
師
の

『

法
華
経

開
題
』

を

そ
の

ま
ま

引
用
し
て
い

る

こ

と
に

気
づ

く
。

ま
た

、

覚
鑁
聖

人
は

、

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

〔
19）

　

　
あ
る
い

は

ま
た

か

く
の

ご

と

く
の

題
目
の

九

字
、

心
王
仏

部
の

胎
蔵
曼
荼
羅
の

中
の

八

葉
九

尊
に

通
ず

。

と

あ
る

よ

う
に

題
目

の

梵

名
九

文
字
を

中
台
八

葉
の

そ
れ

ぞ
れ

に

充
て

て

い

る

が
、

こ

う
し

た

点
は
い

ず
れ

も

弘

法
大
師
の

『

法
華
経
開
題
』

に

依
拠
し
た
も
の

と

考
え
ら

れ
る

。

　

ま
た

、

『

菩

提
心
論
題
釈
』

に

お
い

て

は
、

　

　

裂

｛
イ
て・
蝋

暫・
頁

qq

と
は

、

八

葉
九

尊
の

種
子
な

り
。

初
め

の

劉
字
を

も
っ

て

大
日
の

種
子
と

な

す
。

す
な
わ

ち
こ

れ

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
20）

　

　

大
菩
提
心
の

体
な

り
。

自
余
の

八

字
は

入

識
に

相
応

す
る

内
証
の

八

印
な

り
。

と

あ

り
、

ま
た

、

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
21）

　

　
「

金
剛

頂
瑜

伽
中
」

と

は
、

梵
に

は

可
ぐ
芍

憩
双

召
π

玄
ぞ
と
い

う
。

こ

れ

胎
蔵
の

九

尊
な

り
。

と

あ
る

か

ら
、

こ

れ

も
ま
た

胎

蔵
曼
荼
羅
の

中

台
八

葉
に

梵
名
九

文
字
を

充
て

て
い

る
。

　

こ

れ

ら

『

法
華
経
秘
釈
』

『

菩
提
心

論
題

釈
』

『

五

輪
九

字
明
秘
密
義
釈
』

に

お

け
る

九

文
字
の

梵
字
を

配
当
す
る

点
は

弘

法

大
師
の

『

法
華
経
開

題
』

に

は
じ

ま

り
、

阿
弥

陀
の

九
字
明
に

関
し
て

は

覚
鑁
聖
人
以

前
に

確
認
が
で

き

る
も
の

で

あ
る

。

　

こ

う
し
た

中
、

現

在
、

知
ら

れ

て

い

る

『

興
教

大
師
全

集
』

所
収
の

も
の

、

す
な
わ

ち

智
山
版
『

密
厳
諸
秘

釈
』

の

図

版
が

成
立
し

た

と

思
わ

れ

る

が
、

智
山

版
に

関
し

て

言
え
ば

『

五

輪
九

字
明

秘
密
義
釈
』

の

阿

弥
陀

曼
荼
羅
観
（

道
場
観
）

を

忠

実

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
咢

に

表

現
し

て
い

る
と
い

え
よ

う
。

そ
の

智
山
版
を

さ
ら

に

曼
荼
羅
化
し
た

も
の

が

図
1
と

な
る

。

し

か

し
、

他
の

写

本
や

版
本

に

比
し

て

道

場
観
（

曼
荼
羅
観
）

を

忠

実
に

表

現
し

た

も
の

で

は

あ
る

が
、

実
際
に

覚
鑁
聖
人

が
ど

の

よ

う
に

描
い

て
い

た

か

と
い

う
点
は

不
明
で

あ
る

。
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興教大師覚鑁の 曼荼羅観に つ い て （赤塚）

　

ま
た

、

江
戸

時
代
に

は
、

こ

の

『

密
厳
諸
秘

釈
』

を

原

本
に
し

て

作
成
さ

れ

た
と

思
わ

れ
る

本
地

曼
茶
羅
も

作
ら
れ

た
。

そ

の

版
木
が

埼
玉

県
三

峯
神
社
に

現
存
し

、

彩
色
さ

れ
た

も
の

が

神
戸

実
相
寺
に

伝
わ
っ

て

い

る
。

こ

の

本
地

曼
荼
羅
は

、

三

峯

神
社
の

本
地
仏

十
一

面
観
音
を

中

尊
と

し

て
、

そ

の

周

囲
は
ま
っ

た

く
『

五

輪
九

字
明
秘

密

義
釈
』

の

阿
弥

陀
曼
荼

羅
と

同

様

の

図
を

用
い

、

新
義
寺
院
と
の

関
係
の

も
と

製

作
さ
れ

た

曼
荼
羅
で

あ
る
と

考
え
ら

れ

る
。

こ

れ
に

関

連
し
て
、

新
義
真

言

宗

総

本
山

根
来
寺
に

は
、

宝
暦
三

年
（

一

七
五

三
〉

三

峯
山

観
音
院
日

光
、

寛
政
七

年
（

一

七

九

五
）

三

峯
山
観
音

院
日
高
の

五

輪

塔
が

、

天

明
五

年
（

一

七
八

五
）

三

峯
山
観
音

寺
尊
雅

、

寛
政
三

年
（

一

七

九

こ

三

峯
山

観
音
寺
乗
性
の

位
牌
が

現
存
し
て

い

る
。

日

光
や
日

高
に

関
し
て

、

ま
た

三

峯
山
観

音
院
が

豊
山

も
し

く
は

智
山
の

僧
侶
に

よ
る

新
義
派
寺
院
で

あ
っ

た
こ

と

は

頼

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
23）

富
本
宏
博
士
も

述
べ

て

い

る
と

お

り
で

あ
り

、

覚
鑁
聖

人
を

慕
う
三

峯
山
の

僧
が

『

五

輪
九

字
明
秘
密
義
釈
』

の

曼
荼
羅
を

用

い

て

神
社
の

本
地
曼

荼
羅
を

製
作
し
た

と

考
え
ら
れ

る
。

　

以
上

、

別
尊
曼
荼
羅
や

別
尊
法
の

流

行
と
い

う
時
代
背

景
が

あ
る

中
で

、

密

教
と

浄
土

教
を

両

側

面
か

ら

述
べ

た

『

五

輪
九

字
明
秘
密
義
釈
』

が

成
立
し

阿

弥
陀
如
来
を

密
教

的
に

位
置
づ

け
る

た

め
九

字
（

阿

弥
陀
）

曼
荼
羅
が

成
立

し
た

わ

け
だ

が
、

梵
字
九

文
字
を

巧
み

に

利

用
し

取
り
入
れ

て
い

る

点
は

弘

法
大

師
の

『

法
華
経

開
題
』

に

も

通
じ
る

点
が

あ

り
、

様
々

な

背
景

の

中
で

成
立
し

た

曼
荼
羅
と

い

え
よ

う
。

こ

う
し

た

阿
弥

陀
曼
荼
羅
が

説
か

れ
る
一

方
で

他
の

尊
格
に

対
す
る

曼

荼
羅
が

説
か

れ
る

こ

と

は

な

い

が
、

覚
鑁
聖

人
は

阿
弥

陀
如

来
を

密
教

的
に

位
置
づ

け
る

た

め

に

別

尊
曼
荼
羅
を

用
い

て

密
教
の

阿
弥

陀

如

来

観
を

明
確
に

し
た
の

で

あ
る

。

伝
記
類
に

お
け
る

曼
荼
羅

仏
画
・

仏
像
を

問
わ

ず
伝
覚
鑁
作
と

い

わ

れ

る

も
の

が

各
地
に

残
っ

て
い

る

が
、

部
分
的
に

『

興
教
大
師
伝
記

史
料
全
集
』
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〔
24）

に

収
め

ら
れ

て
い

る
。

浅
草
寺
の

両

部
種
子
曼

荼
羅
を

は
じ

め
、

高
野
山

金

剛
院
・

同

妙
音
院
・

同

泰
雲

院
に

両
部

曼
荼
羅、

長
谷
寺
の

種
子

曼
荼
羅、

尾

張
実

相
院
の

種
子
曼
荼
羅

、

根
来
寺
の

両
部

曼
荼
羅
・

種
子

曼
荼

羅
が
あ
る

と
い

う
。

浅

草
寺
及

び

長
谷

寺
の

両
部
曼
荼
羅

、

次
に

挙

げ
る

大
仏

頂
曼
荼
羅
に

関
し

て

は

図
版
に

て

確

　

　

　
（
25）

認
が
で

き
る

。

　

ま
た

、

先
述

し
た
よ

う
に

覚
鑁
聖

人
の

別

尊
曼
荼
羅
は

阿
弥

陀
曼

荼
羅
の

み
で

あ

る
と

述
べ

た
が

、

伝
覚
鑁
作
と

す
る

も
の

に
、

　

　

大
仏
頂
曼
荼
羅

長
谷
寺
　

「

天
正

十
二

　
三

月

廿
七

日

開

山
真
蹟
与
有
／

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

根
来
寺
什
物
」

　

　

興
教
大
師
六

字
曼
陀
羅

　
　
上

品
蓮
台
寺
（

「

京
都
府
寺
志
稿
三

八
」
）

　

　

尊
勝
曼
荼
羅
　
　
　
　
　
　
高
野
山

西
禅
院
（
『

紀
伊
続
風
土
記
』

）

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　（
26）

と
、

大
仏
頂
・

六

字
・

尊
勝

曼
荼
羅
と

い

っ

た

も
の

が

あ
る

と

伝
え
ら

れ

て

い

る
。

尊
勝

曼
荼
羅
は

覚
鑁
聖
人
の

尊
勝
仏

頂
信
仰
と
の

関

係
の

も
と
こ

の

よ

う
に

伝
覚
鑁

作
の

尊
勝
曼
荼
羅
が

伝
え
ら

れ

た
と

も
思

わ
れ

る
が

、

逆
に

覚
鑁

作
と

伝
え

ら
れ

る

阿
弥

陀
曼
荼
羅
の

作
例
が
な
い

。

単
独
尊
と

し

て

描
か
れ

る

場
合
も

不

動
明
王
が

多

い
Q

　

ま
た

、

別
尊
曼
荼
羅
と
い

う
か

垂

迹
曼
荼
羅
と
い

う
べ

き
も
の

で

あ
ろ

う
か

、

神

奈
川

県
立
金

沢

文
庫
に
は

「

伊
勢
種
子
曼
荼
羅
」

な

る

図
が
二

種
類
保

管
さ
れ

て

い

　

　

　
　

　

　
　
　

　
（
27）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
28）

る

（

図
2
−

イ
、

図
2
−

ロ
）

。

櫛
田
良
洪
博
士

も
取
り
上

げ
て

い

る

が
、

中

世
神
道

聴
潔

藩
謹
鷺
鱗

癬 ；輿 4
　

　
　一

鰲

雛
惚

鑼

厳
締

　
漏

鴛
軸

緇

．

　
、

跡

灘

　

　
　
 

　
　
』
　

轟

　

　
　
諞

へ

煽

’

メ

ナ

、

豹

鰤

鉢
、

−

　

　

弊、
参

婁
　
・

甚

鞍

・

筆1辷類
図 2 一

ロ 　伊勢種子曼荼羅

壌気

図 2 一
イ 伊勢種子曼荼羅
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説
が

形
成
さ

れ

て

い

く
中
で

こ

う
し
た

覚
鑁

聖
人
と

伊

勢
神
道
と

の

関
係
が

伝
え

ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

た

も
の

と

考
え

ら
れ

る
。

本
図
は

伊
勢

神
宮
の

祭
神
を

密
教
側
か
ら

解
釈
し

た

垂

迹

曼
茶
羅
で

あ
り
類

似
し
た

図
像
が
金

沢
文
庫
所
蔵
の

他
の

文
献
に

も

収
録
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
29＞

　

覚
鑁
聖
人

は

諸

神
祇
を

根
来
に

勧
請
し

た

こ

と

が

伝
記
史
料

等
に

見
る
こ

と

が
で

き
る

が
、

そ
の

中
で

こ

の

伊
勢
神
祇
曼
荼

羅
に

関

す
る

史
料
が

伝
わ
っ

て
い

な
い

点
か
ら

す
る

と
、

ど
の

よ

う
に

し
て

覚
鑁

聖
人
と

伊
勢
信
仰
が

結
び
つ

け
ら

れ
、

こ

の

神
祇
曼

荼
羅
が

覚
鑁
作
と

さ
れ

た
の

か

と
い

う
点
は

今
後
の

課
題
で

も
あ
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

五

輪
曼
荼
羅

興教大 師覚鑁の 曼i荼羅観 に つ い て （赤塚）

　

最
後
に

な
る

が

覚
鑁

聖
人
の

観
法
の
一

つ

に

五

輪
曼

荼
羅

観
が
あ

げ
ら
れ

る
。

こ

の

観
法
は

『

大
日

経
』

の

五

字
厳
身
観
な

ど
に

基
づ

き
形
成
さ

れ
る
が

、

『

五

輪
九

字

明
秘
密
義
釈
』

の

書
名
が

示
す
よ

う
に

九

字
（

阿
弥
陀
）

曼

荼
羅
と

並
ん

で

五

輪
曼

荼
羅
を

解
釈
し
て

い

る
。

す
な

わ
ち
『

卒
塔

婆
十
種
釈
』

に
、

　
　

我
は

す
な
わ

ち
炎
q
て
嚢
寂
な

り
　
次
で

の

ご

と

く
腰
と

腹
と

心
と

額
と

頂
と
な

り

　
腰
下

の

炎
字
は

本
不
生

な

り
　
金

　
　

色
の

方
形
は

仏
心
の

地

　
臍
輪
の

頓

字
は

言
説
を

離
れ

　
白
色
の

円
形
は

大
悲
の

水

　
心
上
の

て
字
は

染
著
無
し

　
赤
色

　
　

の

三

角
は

大
智
の

火
　
額
上
の

嚢
字
は

因

業
を

離
れ

　
黒
色
の

半
月
は

大
力
の

風
　
頂
上

の

寂
字
は

虚
空

に

等
し

　
雑
色

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
30）

　
　

の

円
形
は

大
空
の

輪
　
重
々

の

相
累
は

隔

別
無
し

。

と
い

い
、

ま
た

、

『

五

字

略
頌
』

に
、

　
　

わ

れ
は

す
な

わ

ち

烈
寅

て・
塁

寂
、

次
で

の

ご

と

く
腰
と

齊
と

心
と

額
と

頂
と
な

り
。

と
い

い
、

こ

れ

ら
は

『

五

輪
九

字
明
秘
密
義
釈
』

に

関
連
し

、
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五

大
・

五

輪
・

六

大
・

法
界
・

十
界
輪

円
・
一

切
衆
生

色
心

実
相
・

自
身

　
　
成

仏
の

図
に

曰

く

　
　

　
（

図

あ
り

。

今
は

略
す

。

）

　
　

右
の

五

輪
の

名
、

ま
た

頂
輪
・

面
輪
・

胸
輪
・

腹
輪
・

膝
輪
と

名
つ

く
る

　
　
は

、

行
者
に

依
っ

て

名
を
立
つ

。

金

剛
界
に
は

貢
字
の
一

字
を

以
て

変
じ

　
　
て

五

輪
を

成
じ
、

胎

蔵
界
に
は

磐
字
の
一

字
を

以
て

五

輪
を

現
ず

。

或
い

　
　
は

共
じ
て

烈
可
て
蘇
頂
を

以
て

五

輪
世

界
を
成
ず

。

若
し

行

者
に

約
せ

ば

　
　

白
浄
信
心
を

以
て

五

輪
の

種
子
と

な

す
。

白
浄
信
心
と

は

浄
菩
提
心
な

り
。

　
　

是
れ

則
ち

如
実
知
自
心
な

り
。

竪
に

は

十
重
の

浅
深
を
顕
し

、

と
い

う
。

周
知
の

ご

と

く
、

腰
・

臍

：
心
・

額
・

輪
観
は

「

卒
塔
婆
十

種
釈
』

や

『

五

字
略
頌
』

に

も

説
か

れ

る

こ

と
ろ

で

あ
っ

た
。

　
こ

う
し
た

、

自
ら
の

体
に

五

輪
曼

荼
羅
を

観
じ
る

こ

の

五

輪
曼
荼
羅
観
を

説
く

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
31）

じ

て

多
年
こ

れ

を
修
し
て

既
に

初
位
の

三

昧
を

得
た

り
」

考
え
ら
れ

る
。

　
こ

う
し

た

覚
鑁
聖

人
の

五

輪
曼
荼

羅
観
を

踏
ま
え

た
も
の

で

あ
ろ

う
か

、

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
32）

と
い

う
図
が

現
存
し
て

お

り

興
味
深
い

も
の

が
あ
る
（

図
3

）

。

櫛
田
良
洪
博
士

も

紹
介
し

て

い

る

が
、

こ

れ

に

類
似
し

た

も
の

が

『

諸

流
灌

頂
秘
蔵
鈔
』

人
作
」

と
し

た

も
の

は

金

沢
文
庫
本
の

み
で

あ
る

。

　
ま
た

、

本
図
の

裏
書
に

は
、

　

　
　
　

　
　

横
に

は

塵
数
の

広
多
を

示
す

。

頂
に

到
頓
て

轟
寂
の

五

字
を

配

す
る
も
の

で

あ
る

が
、

図 3　本尊図 （五輪形）

こ

う
し
た

同
様
の

五

　
　
　

　
　
　

　
　
　
『

五

輪
九

字

明
秘

密
義
釈
』

に
は

「

深
く

信

と

あ
る

よ

う
に

覚
鑁
聖

人
に

と
っ

て

特
に

重
要
な

観
法
で

あ
っ

た
と

　
　
神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
に

は
「

本
尊
図
（

五

輪
形
己

　
　
　

　
『

続
真
言
密

教
成
立
過

程
の

研
究
』

に

お
い

て

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
〔
33）

に

も

あ
り
関

連
性
も
考
え

ら

れ
る

。

し
か

し

「

覚
鑁
上

10

N 工工
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故
法
印
御
房

手
跡

／
本
表
紙
云
／
此
本
尊
者
耐
遭
上

人
為
臨
終
本
尊
手
自
被

図
絵
秘
蔵
本

尊
五

々

／
以

彼
自
筆
正

本
所
奉
図

　
　

謁
也
理
性
院
法
印
御
房
被
奉
供
養
之

畢

と

あ
り

、

単
に

五

輪
曼
荼
羅
観
と

関
連
す
る

だ

け
で

な
く

、

こ

の

図
は

覚
鑁
聖
人
の

臨
終
の

本
尊
で

あ
っ

た

と

伝
え
ら
れ

て
い

る
。

　
こ

う
し
た

五

輪
曼
荼
羅
観
に

関
係
し
て

、

『

密
厳
浄
土

略
観
』

に

は

　
　
つ

ぎ
に

浄
満
月
輪
あ
り

、

つ

ぎ
に

八

葉
華
王

あ
り

。

上

に

種
子

法
身
あ

り
。

体
性
明
浄
に
し
て

、

光
沢

鮮
白
な

り
。

万
徳

　
　

を
成
就
し
、

二

利
を

円
満
せ

り
。

種

子
転
じ

て

無
所
不
至
の

五

大
所
成
の

法
界

塔
婆
と

な

る
。

五

智
の

色

光
を

放
っ

て
、

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34）

　
　

無
辺
の

仏
刹
を

照
ら
し
、

衆
徳
円

備
し

て
、

三

密
具
足

す
。

塔
婆
変
じ
て

周
遍

法
界
の

浄
妙
法
身
大
日

如
来
と

な
る

。

と

あ

り
、

法
界
塔
婆
観
と

も
換
言
で

き
る

が
五

輪
曼
荼
羅
観
と

関
連
性
が

あ
り

、

さ

ら
に

月

輪
・

八

葉
・

種
子
・

法
界
塔
婆
・

五

智
の

色
光
そ
し
て

大
日
と

あ
り

、

自
身
即
塔
婆

、

塔
婆
即
大
日
と
い

う
こ

と

に

な
る

。

「

本
尊
図
（

五

輪
形
）

」

が

臨
終
の

本
尊

と

す
る

な
ら

ば
、

ま

さ
に

密
厳
浄
土
の

観
を
五

輪
曼
荼
羅
で

も
っ

て

観
じ
る
こ

と

が
で

き
る
の

で

あ
る

。

ま
と

め

　
以

上
を

ま
と

め

る
と

、

図
像
的
解
釈
を

探
る
よ

り

も
観
行
と

し

て

の

曼
茶
羅
観
に

注
目

す
べ

き
で

あ
っ

て
、

覚
鑁
聖

人
の

曼

荼
羅
観
は

代
表
的

著
作
『

五

輪
九

字
明
秘
密

義
釈
』

に

よ
っ

て

体
系
化
さ
れ

て

い

る
と
い

っ

て

も

過
言
で

は

な
い

。

『

五

輪
九

字

明
秘
密
義
釈
』

は

ま

さ
に

そ

の

題

名
が

示
す
よ

う
に

、

五

輪
曼
荼
羅
観
と

九

字
曼
荼
羅
観
に

関
し
て

秘

密
解
釈
を

施
し
て

い

る
。

そ
こ

で

説
か
れ

る
思

想
そ
の

も
の

が

曼
荼
羅
で

あ
り

、

覚
鑁
聖
人
の

曼
荼
羅
観
の

根
本
は

五

輪
曼
荼
羅
観
で

あ
り

、

そ
れ
が

即

大
日

で

あ
り
阿

弥
陀
で

あ
る

と
い

う
の

が

『

五

輪
九

字
明
秘
密
義
釈
』

で

あ
る

。

11
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ま
た

、

曼
荼
羅
の

語

義
に

関
し
て

、

「

真
言
」

「

密
語
」

「

秘
密
語
」

の

意
が
あ
る

と

し
弘

法
大
師
の

『

十
住
心
論
』

や

『

声
字

実
相
義
』

の

解
釈
を
用
い

て
い

る
こ

と

も
明
ら

か
と
な
っ

た
。

　

ま

た
、

覚
鑁
聖

人
作
と

伝
え
る

曼
荼
羅
も
『

興
教
大
師

伝
記
史
料
全

集
』

に

よ
っ

て

知
る

こ

と

が

で

き
る

。

こ

れ
ら

数
種
の

別
尊
曼
荼
羅
の

ほ

か

に
、

金

沢

文
庫
に

は

神
祇
曼
荼
羅
が

伝
え

ら
れ

て

お

り
興
味
深
い

。

覚
鑁
聖

人
の

著
作
に
九

字
（

阿
弥
陀
）

曼

荼
羅
を

除
き
こ

れ

ら

別
尊
曼
荼
羅
が

登

場
す
る
こ

と
は

な
い

が
、

な
ぜ

そ
の

よ

う
に

伝
え

ら
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
の

か
を

探

る
こ

と
も

必

要
で

あ
る

。

　
つ

ま

り
、

『

五

輪
九

字
明

秘
密
義
釈
』

で

は

阿

弥
陀
曼
荼
羅
を

例
に

あ
げ

別
尊
の

世

界
を

説
い

て
い

る
が

、

や

は

り
中

枢
を

な

す
の

は

五

輪
曼
荼
羅
観
で

あ
っ

て
、

『

卒

塔
婆
十
種
釈
』

『

五

字
略
頌
』

『

密

厳
浄
土

略
観
』

『

五

輪
九

字
明
秘
密
義
釈
』

に

説
か

れ

る

も
の

で

あ
り

、

五

輪
を

自
身
に

観
じ

る

観
法
こ

そ
が

、

即
身
成
仏
に
つ

な
が
る

も
の

と

捉
え

て
い

た
。

す
な
わ

ち
、

曼
荼

羅
が

図

像
的

表
現
に

留
ま
る
こ

と

な

く

自
身
に

世
界
を
観
じ
る

観
法
こ

そ
が

曼
荼
羅
で

あ
る

と
い

う
こ

と

を
再
確
認
す
る

こ

と

が

で

き
る

の

で

あ
る

。

12

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

〔

付
記
〕

本
論
文

執
筆
に

あ
た

り
、

真
言

律
宗
別
格

本
山

称
名
寺

様、

神
奈
川

県
立

金
沢
文
庫
様
に

は

写

真
掲
載
の

ご

許
可
を

頂

き、

　

ま
た

同
文
庫
主

任
学
芸

員
西

岡
芳
文
様
に
は

御
教
示
賜
り
ま
し
た
こ

と
、

衷
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す

。

丁 曾   丁 鬲王

） 　 ） 　 ） 　 ）

『

興
教
大
師
全
集
』

下
巻
　
九
三

三

頁
。

『

興
教
大
師
全
集
』

下
巻
　
九
四
一

頁
。

小
峰

彌
彦
「

興
教
大
師
の

曼
薬
羅
観
（

一
）

」

『

興

教
大

師
全
集
』

下
巻

　
一

四
四
四

頁
。

（

『

興
教
大

師
覚
鑁
研
究
』

春
秋
社
　
平
成
四

年
）

。
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2120
） 　 　 　）

（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（ 　　　（

1918171615141312111098765
） 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　@ ）　　　 ）　　　 ）　　　 ）　　　 ）　　　

『

興
教
大
師
全

集

』
上
巻

　
二

六
入

。

『
大
正
新
修
大

蔵
経
』
第

三
九
巻

　

六
一

頁

中

『
興
教
大

師

全
集
』

上

巻

　
五

四

頁
。

『
興
教

大
師
全
集

』

下
巻

　
一

〇

五

二

〜
一

五

三
頁

。

『
大
正

新
修

大

蔵
経
』
第

三

九
巻

六

二
五
頁

申

『
定
本

弘
法

大
師
全

集

』

第
二

　

三
〇
八

頁
。

『
定

本
弘

法
大
師
全

集
』

三

巻
　
四

〇
頁

。

『

興
教

大
師

全

集
』

巻
　

一
＝
ハ

一
頁
。

那
須

政
隆

「

興

教
大

師
の
弥

陀
観

」
（

『

山
学

報
』
第

六
輯
）
。

頼
富
本
宏
「

興
教
大
師
の
尊
格
信
仰

（
『

興
教
大
師
覚
鑁研

究

春
秋
社

　
平

成
四
年
）
。

松

暗
惠

水

『
平

密
教
の

研

究

』
四

一
六
頁
。

拙

稿

「
『

五
輪
九

字
明
秘
密
釈

』

に
お

け

る

阿
弥
陀
曼
荼

羅

に
つい

て

（

『
密
教
図
像
』
一

四
号
）
。

『
興

教

大
師

全

』

上
巻
　
一
六
八
〜
一
六

九
頁
。

『
定

本弘

法

大

師

全
集

』

第

四

巻
　

六

一
頁
、
一
七
六
頁

、
一
八
六

頁

。

興

教
大
師
全
集
』
上

巻
　
一
七

三

頁

。

『

教

大
師
全
集
』
上
巻

　
五

〇
〜
五

一
頁

『
興

教
大
師
全
集
』
上
巻

　
五

一

。

（

22

）
千
葉

県

市
川
市
徳

蔵
寺

蔵

。

（
23

）

頼
富
本
宏
「
三
峰

信
仰

に

見
る

仏

習

合
−
十
一
面
観
音
曼
茶

羅

を
め
ぐ
っ
て

ー

　
『
日

本
仏

教
文
化
論
叢
』
　
平
成

年）

（
北
畠典 生 博 士 古 稀 記 念 論 文集 　 上 13N 工 工 一
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（
24
）

『

興
教
大

師
伝
記
史
料
全

集
』

史
料
「

三
、

工

芸

筆
蹟
」

を

参
照

。

（
25
）

『

興
教
大
師

伝
記
史

料
全

集
』

史
料
　
写

真
図
版

。

豊
山

長
谷

寺
所
蔵
の

種
子

曼
荼
羅

、

大
仏
頂
曼
荼

羅
に

関
し
て

は

『

豊
山
長

　
　

谷
寺
拾
遺
』

第
一

輯
に

収
録

。

（
26
）

『

興
教
大
師

伝
記
史

料
全

集
』

史
料
　
一

二

六

三

頁
〜
一

二

六
四

頁
。

大

仏

頂
曼
荼
羅
に
つ

い

て
は

「

豊
山
長
谷
寺
拾
遺
』

第
一

　
　

輯
「

絵
画
」

二
亠

ハ

三

頁
に

も
あ

り
。

（
27
）

称
名
寺
蔵
（

神
奈
川
県
立
金

沢
文
庫
保

管
）

。

（

イ
）

金

沢
文

庫
古
書
マ

イ

ク
ロ

複
製
本

　
請

求
番
号
二

九
七
・
一

〇
二

〇
、

（
ロ

）

　
　
同
二

九
七

二

〇
二

五
。

（

28
）

『

真
言
密
教
成
立

過
程
の

研
究
』

正
編
二

九
八

⊥
二

〇
三

頁
、

続
編
八

四

六
ー

八

四
九
頁

。

（

29
）

拙
稿

「

興
教
大

師
大
師
と

神
祇

二
）

ー
『

諸

大
事
十
結
』

に

お

け
る

根
来
山

鎮
守
拝
見
作
法
に

つ

い

て

ー
」

（

『

大
正

大
学
大

　
　

学
院

研
究
論

集
』

二

四

号
）

、

「

興

教
大
師
と

神
祇
（

二
）

1
根
来
に

勧
請
さ

れ
た

神
祇
に
つ

い

て

ー
」

（

『

豊

山
教

学
大
会
紀
要
』

　
　
二

八

号）
。

（

30
）

『

興
教
大
師
全
集
』

上
巻
　
三

七

八

頁
。

（

31
）

『

興
教
大
師
全
集
』

下
巻
　
一

＝
二

九

頁
。

（

32
）

称
名
寺
蔵
（

神
奈
川
県
立
金

沢
文
庫
保
管
）

。

金
沢
文

庫
古
書
マ

イ

ク
ロ

複
製
本
　
請
求

番
号
二

九

七
・

八

二

四
。

（
33
）

『

真
言
宗
全
書
』

第
二

七

巻
　
三

二

六

頁
　
下

。

（
34
）

『

興
教
大
師
全
集
』

下
巻
　
一
一

八

五

頁
。

【
キ
ー

ワ

ー

ド】

秘
蔵
記、

九

字
真
言、

法
界
塔
婆
観

14
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